
i 77゛e yzf-ﾀＭ)-０１ａｌＭｕｓｅｎ掴（征Ｇｏｌｄ ＭｉｎｉｎｇＨｉＭｏワ、

　ｉｌｌｔｂｅＨｅｕｒｔ ９μｂｅ Ｋａｉ ＧＯＭ Ｃｏｕｎ１り｡

　　1・cYu-n()-Okug()【d nclds arc locatcd ;1tthc s{}urcc{}fthc Shimohe Rivcr

　on the slope of Mt. Kenashi(1964 meters above sea level)、which､slands

　among a rungc of mounta㎞5 to thc wcst of thc fool of MI、 Fuii.llwlsin

　April of 1997 1hat the Yu､n{}Oku Muscum ot｀Gold Mining Hisl()rv wa5

　estabtished in order to prcscrvc lhjs historical sitc and cxhibit i15 artintcts lo

　the public.G()ld was mincd thcfc bcginning in mcdieval times and

　contintled叩totheei姉teenthcentury.Aohehei帥tofilsproduction､thc

　ore mincd thcrc boastcd high gold contcnts Qngingfn)m tcns lo hundred

　ofgramspcrton.ltcanbesurmisedthatlhegoldfa〕mYu-n0､0ku was uscd

　tominohe Koshu gold picccs that wcrc nrst u5cd as a mcans of exchange

　in thc domain of wRrlordTakedaSh㎞gen during lhe sixteenth centurv and

　constitutedμpan's nrst bumon cohl markcd with the value (weiμlt)otlthe

　gold lt containcd｡

　　The Yu-no-Oku gold nelds consisted of tllrcc mines. at Nakavama.

　Uchiyama and Kayag()ya、 rtspcctivcly. ln order lo reconstruct thc o□land

　wittcn hislorv about lhe mines、a comprehcnsjvc survcy of tlle Nakay－ma

　site was conductcd ovcr thrcc ycars bcginning in 1989 on thc slopc around

　thc1650meterlevelot｀Mt.Kenashj.rcvcaLing 124 terraces.7" open ditches

　and 16 mine shafts.ln addition、over 300 gfindcrs and manv mining tools

　wcrc cxcavatcd trum the sile｡

　　The Musetlm of Gold Minhlg Historv､ which is locatcd ㎞thc famous spa

　resort of Shtmobc ㎞Yamanashi Pret｀ecture、consists of a movie theater、

　georlma model of the site、archive-artifact cxhibition hall and a do-it-

　yourself gold panning facjlity､Thc cxhibits havc been designed with the

　coopcrution of cxperts from such neld5 as archeology、 hjstory、 folklore、

　geogfaphy･ gecﾄphysiology and nlining tcchnology.Thc Muscum has also

　begun cataloging sourcc matcrials on Koshu gold pieces、be囮rming wi山

　the okuvama COIlection.one of thc most compfchcn5ivc sourccs on thc

　subject and the history oりaPancse currency in general、documenting its

　historvfromtheMuromachithfou油theTokugawa pefiod。

　　Thfough such activitjcs thc Muscum has bcconle not only a cultural

　tourism attaction.but also an organization promoling thc study and

　preservationofthehjstoficmnl山gsitc、

甲斐黄金村･湯之奥金山博物館について

　湯之奥金山の遺跡は､富士山の西麓につらなる毛無山(標高1.964m)の

中腹､下部川の源にある｡この歴史遺産を保存し副こ知らしめるため､1997

年4月に博物館が開設された｡金の採掘は､室町時代から江戸時代にかけ

て行なわれ､戦国時代の最盛期には鉱石1トン当り数十から百グラムという高

い金の含有量を誇った｡その産金から｢甲州金｣が16既記の武田氏領内に

生まれ､高品位の貨幣として流通したのであろう。

　湯之奥金山は､中山､内山､茅小屋の三つの鉱山から成る｡その伝承と記

録を検証するため､1989年から3年にわたり中山全山の総合的な学術調査

が実施され､標高1､650m附近にいたる調査区域から､テラス124箇所､露天

掘り跡77箇所､坑道16本が確認された｡また300点以上の鉱山臼や鉱山道

具か出土した。

　山梨県の下部温泉郷の人口に建つ湯之奥金山博物館は､映像シアター、

ジオラマ模型､資料展示室､砂金採り体験室などで構成され､その展示には

考古学､文献史学､民俗学､地理学､鉱山技術史の各方面の専門家による

協力を得た｡また｢甲州金｣に関する資料の整理を行ない､その代表として

奥山ｺﾚｸｼｮﾝを展示している。

　このように湯之奥金山博物館は､観光施設としても学術研究の面でも貢

献しているのである。
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開館時間

5月～9月

10月-4月

休館日

9:00～18:00

(受付は17:30迄)

9:00～17:00

(受付は16:30迄)

水曜日(祝祭日の場合翌日)

12月28日～1月１日(年末年始5日間)

入館料

震示観覧500円40【】円300円

砂金採り体験600円500円400円

鰻皺･体験共通券1､000円800円600円

甕団体20名以上10％弓|き､廟害者捌引有､幼

　見は・示鎧覧無料､体鵬料は400円です。

※しもべ黄金の足湯の営業時間､お休みは博物館と同様です。

お車でお越しの方

　中央自動車道　甲府南|.C

　　　　　　　　消□湖|.C

　東名高遠道路　富士|.C・

　　　　　　　　漓水|.C

中部横断白動車・増穂|.C・

電車

新宿駅

富士駅

甲府駅　，

身延線特急ふ

下部温泉駅

　下部●

ホテル

？

匹

・湯之実金山博物館(50分)

　冰梱湖　湯虚畠金山博物館(50分l

湛之実金山博物館【ao分】

漕虚実金山博物館(9091

漣之実金山博物館【30分】

下部温泉駅
徒歩3分

沸之奥金山博物館

湯之奥金山博物館
徒歩3分
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|の●1士jll！ 1山橿
講一rli

中央繰特急90分身延線特急ふじかわ40分

身威維特急ふじかわao分

高遠バス

剱指高遠バスターミナル

　　身延町飯l(180分)

　　渥之塵金山博物館
　　Cタクシーご利用で10分)

酋畠高遠バスターミナル

　　JR身延駅(210分)

　　下部温泉駅

　　aJR身延鎗ご利用で10分)

マスコット：もーんｉきん

　周辺地図

JR下部温泉駅

から徒歩３分

※博物館専用駐車場有

　r普通28台x

　4大型バス3台ﾉ

　下部リバーサイド

　パーク駐車場

器“詣|

中型車6台大型車5台ﾉ

　JR東海道新幹線

戸゛府

ご

新富士駅

しもぺ痢瞳
加ご叫

･･　　　　　を勿1遍-－･lnl　‘jﾛﾃﾞ4-づり5ジ‘･

゜t｀゛″ぐぞ:_9下偕ﾘji－サイドバーク

　　　　　　'一木遭遊具

士

J　　ol≒？III?

　　甲斐黄金村･勝之奥金山博物館

　　The Yu-no-Oku Museumof Gold Mining History

〒409-2947山梨県南巨摩郡身延町上之平1787番地先

　　回０５５６･３６･○０１５酉〇556･36･○○03

409-2947 1787 U雪忿迄詐忿丿昌yi=i｀゜゜'゛'

http://www.town.mlnobu.co.jp/iocaしminobu/kinzan/lndex.html
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　こども金山探険際

　{7月垂雑士日}

当館で紹介している戦国期鉱

山作業の歴史に基づく､夏休み

恒｡例の菓子体験プログラム｡金

|||遺跡腿学､粉庇・汰り分け作

業など､自分で見て触れる体験

か盛りだくさん｡白山研究もこ

れでバッチリ！

　公開講座

各分野で活躍されている先生

方を講師陣にお招きして、金山

に関する講座が行なわれます。

蘇る戦国の黄金郷｡人々を魅了した金山の世界

諜ナ

戦国最強の武田氏を支えた甲斐金山。

毛錐山の仙中深＜採掘された湯之奥金山は、甲斐金山の代表です。

現地をイメージさせる館内では、

中世戦国期金山の鉱山作業を分かりやす＜紹介していて、

楽しみなが･ら学べます。

IFIに代表される鉱山道具をはじめ､当時の生活道具など湯之奥金山遺

跡からの出土品｡甲州金や金鉱石などを展示しています｡さらに１物

大の人形模型で鉱山作業も再現されています。
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　　　　　　　　　　　　　　砂タ叩り体験室・

鉱111作業のひとつ｢汰り分け｣を実際に体験できます｡先人たちの苦労と努

力に思いを励せ､無　一･-･’ ・

数の砂の申から金を．．．

探し当てた喜びは格り’､-/･h

別なもので､錐もが夢。;･

申になること関違いなe、

Lです。採取した砂

金は持ち帰ることがａ

でき､キーホルダーや

携帯ストラップに加工

することもできます｡(別

途料金)
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ミュージアムショッブ・

当館則行書籍やオリジナル

グッズをはじめ､地元物産、

金製アクセサリー､鉱石など、

お土産として最適な商品が、

常時1､000点以1こ揃ったコン

パクトながら楽しめるショップ

です。

Ｗ－

延床面積:1.624,26『i2

常膿腫示塞菌種:485.92m2

ｔ

●1｣掌採り坏騨室

　．７７'１‾７¬

_

ﾑ/¬

戸一‘･゛……

㎜　．　　　　　　　　　　●　ゝ-　一一
シオフマ展示室

辿∧づ二

｀１

ダ　／　！へ/べ

　　　　｜∠ゝ/Sn6j･jljl･-J ｡･｀.

　　　FT‾…………　　　　　－

…………Iへ/ヘノし

　　　㎜■　　　　　　ｊ／　’ノベ

　　　　　　多目的ホール・

企画展･特別企画展･公開講座･

３種会議などに使用されています。

Ｎ

乃

。。レj･マ展示室

|･儡･之奥･申|||金|【|の鉱|||作業や金|||衆たちの生活の様ｆを精緻な

10分の１のジオラマで肖現しています｡さら1ﾆ６分llUの映像で、

゛II11=の人々の揉･y-かよく分かi〕ます。

ご．　　　・映像シアター

　　　　　　　　　黄金をテーマとした映像(12分)が210ｲﾝﾁの大型ｽｸﾘｰﾝで

　　　　．　　繰り広げられます．

プ

　砂金掘り大会(8月第1土曙ｓ)

　東西中高交流砂金掘り大会

毎年､全国から猛者たちが集う砂金採りの祭

典｡子どもも大人も夢中になれること間違い

ナシ!!さらに学生達力鴉り広げる砂金掘りパ

ドルも面白い!いずれも興味を持ったらま

ずお問い合わせを。主な出場校灘､開成､大麦女子など

公開講座の様子
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湯之奥金山勲館展示解説シート①

甲州

……………ﾚ…………………7………lj

r硲iTTI

:

……………j……

…

……j

…………＼J=j甲Jヽ|ヽl金り瀬国)武由支酉調から江戸時代にわたり、甲斐め領内で流通した地か貨幣で、金め

ﾚ逼一tl谷鹸面面雨戸辿かど細雨゛あざむ妬ｿﾞ禅蒼4嚇冶一良一献)上面i蚤肴し遍柚こ

ﾚ異な貨幣ですよ＼中国の四進法を貨幣単位として採用ﾉ､＼導入し､ﾉ展示パネルめような貨幣単位が

ｻﾞ殷けられ4､ご計数貨幣とｹしでは徳川家康が全国に拡大した金貨制度に先行し、日本で初めで制度

万化され挺生じた金貨幣としで注目されますJ/(開基勝宝を除く)ﾑﾉとめ仕組みば√今実在√私だﾉ

yちが白く常使らている∇“円?=めル十ツども言えまjに……ただﾉし､=､家康め始めた江戸幕府め金貨制度

はJ/甲州金の制度とは二見似ているようで、実は全く異なる制度です｡ﾀﾞ(舶暁ﾝ悼ﾙ参照)＼……ﾌﾀﾞﾚ……

………申ﾘヽ|ヽ|金の鋳造助奏ま大ぎく２つに分けることが々きまずが､前半(初鋳～1696j ･ 元禄８年)に作

　･･　.･　･　　.　　　　-.　･･･.　　　・　　　　　・　･･.･･　.　　　　　　　　　　－　　･　･　　　･III　　･■■　　　　　■　■㎜　　　㎜　　　■　■■　　　　I･　　　　　・－
られたもめを古申金√二時通用停止後、後半(1賀踪/f宝永４牟心17j2/･享保17年)iこ作られた

もめを新甲金と呼びますU〉…………万万=J………………､……＼:…………＼ｿﾞ………………………=j…………

十信玄時代から江戸初期め古甲金の時代には､ﾚ額面等が

打刻された甲州金:ど共に√額面等が打刻されない秤量金

長々あ恚づj.･･咲稜しj………J……即嵐ｸ｢鼠｣7/ゆ溜ぼ1金｣｢泗4茂｣

ﾉrこいし(碁石)金Ljヽ……など、多種多様な形態め申州金が通

用しましたﾆそれは計数貨幣ではなく秤量貨幣で4両替

１両金は１枚で１両、１分金は４枚で１両、

１朱金は16枚で１両、糸目金は64枚で１両…

１両金＝｛４匁（＝15g）｝×1枚

１分金＝｛１匁（＝3.7Q）｝×4枚

１朱金＝｛1/4匁（＝0.9875 g）｝×16枚

糸目金＝｛1/16匁（＝0.2S4 g）｝×64枚

蜃めぬ如才あ瓦名C釜座jlとjtら七面き

・
極好きれた｢慰釜｣として初め七通丿航ﾑ光めです

｡回

………

、

と瓦収廬面比函勁玉吻尚ﾘき瓦七宕配面面映され

、

いずれも品位絢贈辿嵩七極限ﾉ

の様式も不揃いｻでしたよﾉ……………∧＼＼…………

､jj………………=……

………jｽﾌﾟJ………十……

…

…

…

…………………………

…

…j……………＼…………………………

…

……

‥

金貨に極印打刻されﾐ…

……

“そのまま額面通用する計数貨幣としての甲州金"が誕生した剛気十

早く泡も武田信玄が死去した後の天正期、遅ければ文禄r-慶長初期のことです

6

極印の様式も=

領主変遷が頻繁であづた天正ト慶長斯ﾐj甲州金座(金屋ｹﾞ･判屋)集団の４金座(松木

､ﾀﾞ志村4野ぃ

中ﾐ………山下)∧が競合ﾚしながらほぽ定式化していづたと推定されます。レ………………=……………

=

…………

万

………………

ﾌ……

=

……=玉言め掴敏ﾐ……万細硝函帥ほﾚ金主松木戻が過去に朝娃から桐紋・極印・特許を受け

､

ﾀﾞ連く

､も織豊期には甲州金砂造幣を請け負い ､慶長年間に改め七家康の許しを得て、甲州金座(金屋/･

判皇)jとして松木氏が造幣権を独占していたことを麦します

。裏面にある山印に甲に、甲州金

ないし甲州金座を表すﾉr甲j/………と見られますがご‘定7……………宍や“重"万という字は

、｢甲斐国を領有した

領主にちなむ文字｣;ヤはなく………ﾐ代々松木源十郎を襲名して甲州金の造幣に従事した

､づ松木氏当大

士卯ｿﾞ｢名乗｣回=J:………(実名)であるｿﾞことが近年の研究で分かりﾉました

6=……ﾉ……J…………､……………:………………………………………=……………………万…………:………∧………………………

…………万丿:万江戸時代丿何度か通用停止の危機に遭いながらも民衆め強い要望によらて特例として通用再▽

開を認めちれた甲州金です族ﾉぞれば幕府が地域限定通貨とし七存続を例外的に許したに過ぎ………

ませんでしたJ々すから

、そ砂制度が徳川家康によっ七そのまま採用され全国に拡大されたわ]:

けではなく1………独自め甲りヽ|ヽ|金砂制度が

、家康によらて許容され、江戸時代を通し七地域限定通貨

‾としtT存i売させられた歴史的事実が重要なのです

。くﾂﾞ……………､＼………＼………　……………
…

……………

………さて､づ国領外流出を防ぐための措置として

、

中央貨幣よりも常に低い品位として設定され改………

鋳が行われるととは1甲州金に限らず江戸期の地方貨幣に共通ずる特徴ヤすが

、元文元年………………



さ

ぶ

(1‘736)、江戸幕府ぱ金銀の改悪鋳を行っています。　　　　　　　…………
……

…､く‥‥‥‥

　中央貨幣が｢享保全｣から｢文字全｣に改鋳された後、甲州金の改鋳が行われなかったため､=

中央貨幣の金品位よりﾚも甲州金の方が上回るごととなりました｡甲定全より品位の低い元文金

を甲斐国内に通用させた結果4これ以降急激に全てめ甲州金は甲斐国外に流出、もしくは国内

　　■　■㎜■㎜㎜　■　　Ｉ･･-　　　・　　　・　・　　　　　　　　　　　　　　・　。･　・　　・ ・　　　　　　・　　　　　　　　。●　　　　　　　　　　　　・　　・　･･
に退蔵され次第に姿を消していったようですレ………

…
…
…

……………
…………!………=､…………………………………………………………/△､ﾆ(ﾚ…………………

44j
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湯之奥金山博物館展示解説シ÷ﾄ②

門西家文

｢涵¬

jごレ∧1………万山梨県身延町腸之奥ゲ・門酋正勝家に伝わる冶82:,６;の古文書には√中世から近世ま々め古文=

……………/書カs多数あり万こ……ごれらの文書ば「門西家文書』………としでその重要性や信憑性から文献史学者をはレ

ノニj……万=，万じめミ………研究者め間々も高《評儒され七います乙門酉家め文書は特に山林に関わる文審が多《残]

ダ……されていますがごソ16ノ・世j111己から7i7 世紀にかけてミ湯之奥め山L々が大いに栄えたととを裏付けるレ

ｊ
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44j

‘
Ｊ
ｙ

………★甲府勤番堀内粂之丞は

、

夫明年間くらいから間歩を掘らせでいます

。

寛政６年め文審(凹7……j=ノ……∧j

=ゾ=こ……万ゲソ………ニ，=J

……

…西家文書Ｎ6303)に６ノ本め大きな坑道を掘らたととが記無されていますが
、

長大なもめは公ノレ=こ……………ノ…
…
………万………ｙj二

万
=宍宍万

∧間(4ま6■)にも及ぴまナしたﾑ

ニ

……現在4/…………中山金山跡に広がるデラメ北方崖上に残る廃坑道がこれら

…

…レ〉

…

……

、

‥

■■　　■■■■■■■■■　■■■　　　I　　.　･・・．. ･．・・．・．･　.・．･･．･　.　　　III　　･　　－　　･・．・・.■■■■■■㎜■㎜■■■■　■■■■　　I．.　I･　･　　..　　　　･　　.・.I　I .・・･.．　･・．．・． ･　．・・．･　　.．　･．●･

レノjレケj=φ間歩に雛当するためミ

，

7

…

…寛疎年間(i789÷4

.

803)に掘られたもめ七ほないかと考えちれすいますょ/j……

ヅ=,

………

……，…

…

=ニj

　　■■■■　■　■■　　　　■　■■■■■■■■■■■■■■■■　■㎜■■　■■I　I■　　IＩＩ・.I ･･. ･ ･･ .・･　.・・・・.･.　･　･. ■．■･.Ｉ．●●ＩＩI　　I●●●　●.II　･・･　･．I －　･　　　･・・．･　･■■■■　■　■　■■■　■■■　㎜■　■　■■　■

益知識：門斉家文書φ牛でも特に注自ｿﾞされるめは中世ご河内地方を領有した穴山氏

レノ＼吹定書が残されTている／ごレとですJレ戦国期、，………穴山家は信友j/信君４勝千代と３代にわたうてこの

……
……J河内め地を支配しました族穴山氏亮給文書め＼うノち夫文年間初めころのもめば非常に珍しいも

　　　･　.･　･･　.　－・.　　－　　･　　　　　　　　　．　　･･　　　　　･　･．･　.・・．・．・･　・　　　　I　I　II　　I　I　　　.・・．I　II　　･lｊ　．■　■　　　　　　　　　■II

ﾀﾞﾝｹ………………;金山ﾉ?宍金山史なんｻeも相談室ｿ=………………………j……,………

下……:…………………|……yj毎週/火√木4………土め午後……ぐ…………………………

小卜f中ﾚ･1高………fJ=大学院生(修栽ﾌ博士)こ＼j･÷般など

ﾚﾍﾞﾙ応じた相談(質陶をお受けいたしますレ

j………=…………………泰之奥金山博物館館長谷口÷夫ﾉ
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石ﾉ

…

……にll/…………………

ご

＼………中山金山には合計レ10ノ基の右造物がありまず肺索峻鹿糸パネμ察真泰前こ＼そのうち文宇が判jレ…………

…

　　　　･－･　･・・－・・－　I　　･　　　･　･　　･　　･　　　　　　　　　　･　　　･　　　　　　･･I　　　　■　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　■　　　　　　■

読でき万……る朗まわずかにレ４基でミゲ……そこには１667ド・16帥年までめ銘が刻み込まれているととが＼ご

　I　･･　．･　I・･　･・.　－　　　･･■■■■■■　　　IＩＩ･　･･ ･.●．･　　　●．．●ｌ．．．－.　.II　■■　■■■■■■　㎜■　■　I　･.　I　　.■■㎜■　　■■■　■　　　　㎜　■㎜■　■■㎜■　■■■■IＩ.･　･ＩＩ･
分かり=、ま。すj……

…万
これらめ石造物はＪ中山金山め精錬腸周辺デラズごまた

、

…

……「七人塚」万……=と呼ぱれる…………，＼

ノ揚所に点在七准すJI……
…
…金山衆や姻子たち自らが作づため収………jそれとも専門め右ニtがいためかJ確………!

実なごとを伝える資料は今めとごろ確認やきません

。

非常に手め込んだ作りめ右造物もあれぱミ……

　I･■■■■■　　■㎜ｊ･　･.ｊl･ .・．・・・・・･　　　･.　　･・．　　･　　　．･　　　･－　･　･・・．II　　･　　.　　　I　　　　　･.　・．・・・　　１　　.　　　　　・．．．・．・・･

ｊ
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＼…
……

…

…

生j

/

……

…

万……7

…

…:

5

活ｿﾞ………:j………こ万月11………J……=　：

ｊ

…
……ノ…………

…

……ケ………湯之奥金山遺跡からめ出土品でヤ「生活用具ょ

=

と分類される…

…

も朗こぱ

、こ

レ銭貨

、

キセルなどめ銅…

…

……

ュ

………ニ

…

…

…
…=製品√碁石ごレ陶磁器類がありレますがミ

=…

……とれらはかづ七山中比鉱山町が展開ざれ

4ゲ…

…金鉱め採掘や/……

…

……

f

…

…

こ

選鉱などφ鉱山作業を中心とした人々め旧討h括め様子をご少しづづ私たちに教えで《……れますぷ]レ……j

レ=…………………万例えぱ√銭貨ば少なレく………と……も貨幣を媒体とノした物流が行われたこど2=

乙

換言すれぱ商人め存在が……|……

万

|……

…

.・．・･　･　　　　.　　･　･II･　･　■■■■　　■■　　　■　　■■㎜■■　■　II　･．･㎜　■　■■■　■　IＩ・.　･　･　･.･　I･　●・．･

●ｊ　●　･・･ ･ ･　●●●●●．・●●●　･●　●　.I・・･ I．■■■■　　■　　　■　㎜

，

……

，

ニレj

こ万

あうたこ=とを意味

ニ
レ宋す以ノ嫉楽や嗜好品々あレる碁布やキセ歩は:

4(ノ余暇1とlま囲碁などを楽しんゲ… ……ニ

…

………7

●・．●.I．・・･　･・･■■■■■　■■㎜㎜㎜■■・．･■■■㎜■■■■I･　・　　･　･・･　　･Ｉ・･.・. ･　･　　･・・．・.　･･　.･　･・．・－－・．・･　･　　　－．・・・・･　･・･ －　.・.　II　.･　.　　･.■■■　■■　㎜　■■■■■■　■■■　■■■

ノ…………………だごヶjと

、T

ま た]／]，喫煙する7人物が存在したごとが伺えるめでず6こ……またこレ出土遺物とし七は最も量、=ゲ………こjこ

☆

回

……………=レカi多かづた陶磁器類ぱ4レ金山に暮ちす人々が÷体どめニような生活をしていため池…

…

=j白 常生活にノノレニニ……ｒニ

■■　■■■　　■　　　■■　■■■■■I・・・･　　　　..■■■■■■■　　■　■　　　■■㎜■　■■■■■■■I・.　･　.・・･　･．･･ ●．●　　･．・．●　　･●．●'　･●　･　●I　　●　Iｌｊ　　　●II■■　■　　　■　　　　　　㎜

……………非常iと密着した生活用具

、

そしす生活め様午をう＼かがい知る資料の一づとしで重婆な位置を占…………



- －

な

山の中心にある精陳場を見下ろす高台めデグメで

、

茶め湯を行う階層タ)人じ々が存在しミニ生活め／

場があらたごとを推定させJ金山経営の具体像を知るうえで典味深い資料だと言えるもめですa

　　■　　　■　　■■　　■　■　　■　　　■■　　■　　■　　■■.■　　■■　II　　■　■■●　･　　　　・■　　　㎜　　㎜　　　　■　■　　　■■　　　　　㎜　　　　I　■･　　　　　･

ニノノこのほかにも近現代め陶磁縛も何点が確認されでいますがミこれが金山経営め下限を示すもぐ

宍

のなのか√近年持ち込まれたものなめかは定かではありませ辰ぐまたそめ逆に

、

古い昨期に属ゾ

する陶磁器がミj…………後世めレもjめに混じらで七十緒に使用されるのはよノく見られる

(

と/と

ュでご資料点数がソ

少ない場合にばそ朗淘磁器に示される時期め生活があづたかどうかは断定しかねるとサごろで=…………

－
ｊ
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ﾉ………鉱山白は鉱山経営にと=＼づて必須の道具でありぐ戦国時代から江戸時代全般を通しず鉱石の粉

　･･･　　・　　　　II･　.■　㎜　■■■■㎜■■　■　■　　■　I　　・　　　--　･･　　・　　・I　　　　　I　　　I　I　　　■　　　　■■　　　　　　■　　■　■　■　　■㎜■■　■■　　　■　■
成作業に必ず使用ｿした知か改鉱山跡かちはよく発見されるもめでず

6

鉱山の粉成作業に重要

…………jな疫齢を巣だｻﾞした鉱山白には様毎なﾀﾞｲﾌﾟがあ机奮山に万よ石ｻﾞむ主体と＼なる白り形態が異なり

W･j’

j……ましたレ当然風化七た鉱石は脆く………、………石皿状の磨。り白と磨り石があれぱj＼十分に鉱石を粉成すこ7

ｿﾞ∇万,万成しきれませ辰こ]j万万そこで回転型の回………:F湯之奥型挽き目j]が考え出されますご供給孔が中心にないﾄ……………

………=|＼,…………こと,:鉱出目にしﾔ(Tはやや小形であることなどめ特徴を有した目七すが=ﾐ形態的にも幾日,との…………ｿﾞ………，

＼共通点が多いめはﾐjそめヒントを生話め中で使嘸!していた穀白から得たからｻぐはなljかと考え………ﾉ……1……，

………5………られていま包丁しかし湯之奥型は供給孔が中心からかなりずれた位置にあるため,ﾚ鉱石が目のｹﾞ……………
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ｆ

ｹﾞ…

……………＼………J金山Ti金山史なんでも相談室…………j…………万

∧………………J……………………j万……毎週／火ご白木√土め午後………………………:

…

………

=

…
………

小･＼中・高尚大学院生(修栽

J==博士)･ﾚT7般など

レベル応じた相談(質問)をお受けいたしま礼ﾌ………

……………ﾚ………湯之奥金山博物館館長ﾉ谷白÷夫/
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